
～山形鉄道(株)・(社)交通環境整備ネットワーク共催～ 

山形鉄道大学 
セミナートレイン 

 

【午前の部】 

１０時４０分  赤湯駅集合 （参考：つばさ105 号  東京 8：08→赤湯 10：38） 
１０時５９分  出発（２０７D） 

列車内   山形鉄道社長 野村浩志 挨拶 
        宮内駅にて駅弁受け取り 「もっちい」駅長がお出迎え 
        ★交通環境整備ネットワーク 佐藤信之代表より挨拶 

１１時３０分  ★運転士方言ガイドの話しを聞きながら駅弁の昼食 
１１時５４分  荒砥駅着・・・資料館・車輌基地・最上川鉄橋ご案内 

【午後の部】  
１３時１５分  荒砥駅集合 
１３時２５分  荒砥出発（２１４D） 
        ★フラワー長井線カリスマ販売員「のっちぃ」によるグッズ・乗車券販売 
１３時４２分  あやめ公園駅下車（あやめ会館へ移動） 
１４時００分  ★鉄道と文化から考える東北 
基調講演   早稲田大学 田中 人（Tanaka Masato）氏 

★子連れローカル鉄道旅行－子鉄の楽しさ徹底解明― 
詩人・社会学者 水無田気流（Minashita  Kiriu）氏  

１５時２０分  ★鉄道の元気、まちの元気 
 講  演   ひたちなか海浜鉄道社長 吉田千秋（Yoshida Chiaki）氏  

 銚子市観光プロデューサー・元銚子電鉄鉄道部次長向後功作（Kogo Kosaku）氏 

１６時３０分  閉会 
会場より長井駅まで街を散策   

１７時３８分  長井駅出発 
１８時１７分  赤湯駅着   （参考：つばさ128 号  赤湯 18：31→東京20：56） 
 
 

 

 

 

●参加費・・・4500 円 
山形鉄道全線フリー切符・駅弁代金含む。当日赤湯駅集合の際に頂戴いたします。 

お問い合わせ・お申し込み   山形鉄道株式会社 営業部   

〒993—0084 山形県 長井市栄町 1 番 10号        TEL：０２３８－８８－２００２                       

  ホームページからもお申し込みいただけます⇒ http://www.flower-liner.jp/ 山形鉄道 で検索 

日 程   10 月 30 日(土) 10:40～18:17  全行程ガイド付き 

山形鉄道大学  セミナートレイン   

ご参加者氏名   電話番号   

住所   e メール  

 

 

山形鉄道赤湯駅 
１０月３０日（土） 

１０時４０分集合 

参加者 
募集中 

フラワー長井線

活性化セミナー 

http://www.flower-liner.jp/


 ～山形鉄道(株)・(社)交通環境整備ネットワーク共催 「鉄道大学」～ 

  
 
 

鉄道の元気は街の元気  
●ひたちなか海浜鉄道 

公募社長 吉田 千秋 氏 

「廃線から存続への逆転劇！」 

市民活動が鉄道を救った富山県 

万葉線の再生そして湊線の再出発 

について語っていただきます。 

●銚子市観光プロデューサー 

（銚子電鉄 元鉄道部次長） 

向後 功作 氏 

「濡れせんべいを買ってください！電車の修理代稼

がなくちゃならないんです」・・・せんべい販売がム

ーブメントを引き起こし、年商 5 億円で経営黒字化

させた！ 

「せんべいが鉄路を救ったその舞台裏とは？」 
 
 

基調講演 鉄道と文化から考える東北  

●早稲田大学講師 田中人氏 

1968 年青森市生まれ。早稲田大学 

大学院、同助手などを経て、現在 

早稲田大学・立教大学ほか講師。 

専門は、社会学（コミュニティ論）。 

 
 
●社会学者・詩人 水無田気流氏 

1970 年神奈川県相模原市生まれ。 

現在、東京工業大学世界文明センター 

勤務。第 41 回現代詩手帖賞、第 11 

回中原中也賞、第 49 回「晩翠賞」 

受賞。自伝的社会評論に『黒山もこもこ、抜けたら荒

野 デフレ世代の憂鬱と希望』（2008 年、光文社新

書）。NHK 総合クローズアップ現代にも出演。 
 

「鉄道がなくなっても大丈夫！」と思っていませんか？        

●「鉄道がなくなると時刻表から街の名前が消えてしまいます」 

たしかに、マイカーがあれば、日常生活をおくるのには、支障がありません。しかし、ある日、鉄道が廃止

となってしまったらどうなるか真剣に考えた事はありますか？鉄道で通院・通学を利用していた人達もマイカ

ーを利用するようになれば、道路が大渋滞に見舞われる可能性もあります。バス転換する方法もありますが、

定期代が 2 倍～4 倍に跳ね上がった地域の事例もあります。結果、高いバスにも人が乗らなくなり、ついには

公共交通の全廃につながります。そうなると、人々は、便利な街へ移住をし始めます。人口が減少すれば、便

利な郊外型スーパーの閉店が相次ぎ、街はやがて疲弊し、地図上はおろか本当に街が消えてしまうことになり

かねません。  今回は早稲田大学講師田中人氏、詩人の水無田気流氏に基調講演をいただき、そして廃線と

街の荒廃の危機から脱出させた茨城県のひたちなか海浜鉄道の吉田千秋氏、「ぬれ煎餅」で廃線の危機を救った

銚子電鉄元鉄道部次長の向後功作氏をお迎えし、地域活性化の秘策を学びます。 

お問い合わせ・お申し込み   山形鉄道株式会社 営業部   

〒993—0084 山形県 長井市栄町 1 番 10 号        TEL：０２３８－８８－２００２                      

  ホームページからもお申し込みいただけます⇒ http://www.flower-liner.jp/ 山形鉄道 で検索 

 

日 程   10 月 30 日(土) 14:00～17:00  会 場   長井市あやめ会館   入場無料 

 

 

   

ご参加者氏名   電話番号   

住所   e メール  

基調講演 子連れローカル鉄道旅行 
－子鉄の楽しさ徹底解明― 

 




